
国産飼料用米への取組

伊藤忠飼料株式会社

東北・北海道支店

内容

2009月11月4日

第2回 青森県建設産業・

伊藤忠商事ｸﾞﾙｰﾌﾟﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ開発ﾜｰｷﾝｸﾞ 資料

できることから始めたい！

１．伊藤忠飼料の紹介

２．飼料用米を取り巻く環境

３．取組みの目的、背景、ｲﾒｰｼﾞ

４．産地取組みの概況

５．畜産物の生産

６．取組みのｷｰﾎﾟｲﾝﾄ



本社本社

研究所（畜産）研究所（畜産）

研究所（養殖）研究所（養殖）

自社飼料工場自社飼料工場

契約飼料工場契約飼料工場

設立:      1961年2月
資本金:        19億円
株主: 伊藤忠商事㈱、味の素㈱

社長:      能登章友

社員:      330名
売上:      1,000億円 (飼料650億円, 食品350億円)
販売量： 飼料120万ﾄﾝ、食品（卵、豚肉、魚など）
事業会社:     9会社 (種畜会社、生産農場など）

採卵鶏、ﾌﾞﾛｲﾗｰ、豚、肉牛、養魚など

会社概要



事業内容
－川上から川下までの取組－

¾ 飼料 提案営業の実践

-量から質へ、取引から取組へ
¾ 種畜 各畜種における優位ｼｪｱｰの保持

- SPF 種豚, ｺｯﾌﾞﾌﾞﾛｲﾗｰ, 採卵鶏孵化場
¾ 農場生産 伊藤忠ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの展開（ﾓﾃﾞﾙ農場）

-採卵鶏 (ITS ﾌｧｰﾑ、内田産業など）
-養豚 (ﾕｷｻﾞﾜ, ｻﾂﾏなど)

¾ 食品 説明のできる安心、安全、おいしさ
-直営農場における生産、HACCP、
ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨの導入
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H16年以降
包装代込み価格

米消費の低下→米生産量の調整

→結果 全国の田んぼの1/3以上が休耕田へ（約140万ｈａ）

固定費3－5万円とすると4,000～7,000億円の機会損失

１．飼料米を取り巻く環境
生産者米価（落札銘柄平均価格）の推移

（米穀安定供給確保支援機構調べ）
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国内自給率の推移

政策目標（H20年発表）
飼料自給率 24％（H15年）→35％（H27年）
現行 粗飼料77％、濃厚飼料10％
※仮に濃厚飼料の自給率が20%になれば目標到達
（飼料用米10%配合） → 240万ﾄﾝの飼料用米が必要

反収600kgとすれば、40万ha分の休耕田と見合う

冷凍ｷﾞｮｰｻﾞ、事故米、ﾒﾗﾐﾝ事件
が警鐘するもの



食育による食品に対する価値観の変化

「文化」「伝統」「地元」「自給率」「環境」のｷｰﾜｰﾄﾞに敏感

参考：「ﾌー ﾄﾞﾏｲﾚー ｼﾞについて」２０．９．３０食料・農業農村政策審議会企画部会地球環境小委員会：林政審議会施策部会地球環境小委員
会：水産政策審議会企画部会地球環境小委員会 合同会議資料（中田哲也：北陸農政局企画調整室長）



①豚尿施肥（山形県）
基肥１回（2～3t／10a）、追肥2回（各0.5～0.8t／10a）実施

②鶏糞施肥（青森県）
耕地には発酵鶏糞を10aあたり1t使用

「べこあおば」を用いて乾田直播を実施したところ、収量１ｔを達成

畜糞、鶏糞活用による循環型農業生産の実例

耕畜双方にﾒﾘｯﾄのある取組み



２．取組みの目的と背景
（飼料用米の取組に期待されるｺﾝｾﾌﾟﾄ）

畜産生産者 稲作生産者 消費者・国民

主原料を安定確保
ｴﾀﾉｰﾙ需要によるｺｰﾝ価格高
騰対策

1/3休耕田の有効活用
水田の保持
麦や大豆の輪作障害

真の食料自給率の向上
緊急時の食料生産圃場の確保
（食料の安全保障）

糞尿処理費の低減
畜糞の耕地還元

肥料費削減:畜糞＆鶏糞
米作機械の活用（償却）
多品種に比較して低労力

環境保全
地域循環型農業の推進
ﾌｰﾄﾞﾏｲﾚｰｼﾞ削減

商品の付加価値化
地域生産原料使用による産
地ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化

収入の安定化
継続的な生産活動
転作奨励金の享受

地域経済の活性化

実質的

環境面

経済性

課題（耕作） 主食米との価格差 → 低ｺｽﾄ、収量増となる栽培方法

課題（畜産） 輸入ｺｰﾝとの価格差 → 畜産物の販売までつなげる努力



農協、生産組合など

稲作農家

ｱｲﾃｨｴｽﾌｧｰﾑ㈱
東北事業所

伊藤忠飼料㈱

飼料用米転作奨励、種籾、肥料、栽培技術

飼料供給

㈱ｼﾑｺ

浪江農場 他

飼料供給

飼料用米

取組みのｲﾒｰｼﾞ
（飼料米の契約栽培から消費者に届くまで）

稲
穂
の
恵
み

奥
州
豚

発酵鶏糞
豚糞液肥



試験田の収穫風景

10月20日撮影

低コスト栽培への取組みとして
品種や栽培方法のテストを実施

３．産地取組みの概況

（場所：宮城県北）



品 種 名 特 徴 玄米収量／10a

ひとめぼれ 一般主食米 473
べこあおば 中晩生（極大粒） 612
べこごのみ 早生（中粒、白濁） 613
ふくひびき 中生（中粒） 664

低ｺｽﾄ栽培への取組１
（専用品種の活用による収量増加）

べこあおば：

条件が揃うと収量が多いが、揃わ
ないと収量のバラツキが大きい。

べこごのみ：

主食米よりも生育が早く、すずめ
による食害が多い。

ふくひびき：

条件の違いによる収量のバラツキ
が小さく安定している。

試験栽培の結果

（宮城県北）

べこごのみ

出穂中（早生）

8月1日撮影
取組地域からの情報

H21年度は上記に加え、つぶゆたか（岩手県）、
ﾓﾐﾛﾏﾝ（栃木県）を作付け



移植栽培

直播栽培（V溝直播）

低ｺｽﾄ栽培への取組２ （直播栽培による育苗ｺｽﾄの削減）

（場所： 宮城県北）

収量のバラツキが大きく
品種と地域特性に応じた
直播方法の検討が必要



収穫前 10月20日撮影米の花 8月27日撮影

ふくひびき 湛水直播栽培 5月6日播種

施肥 鶏糞500kg + 硫安5kg

低ｺｽﾄ栽培への取組３

（場所： 岩手県南）（鶏糞給与による循環型農業の推進）



協議会の設立（産地と需要者のｺﾐｭﾐｹｰｼｮﾝ）

H20年度 定着化緊急対策化事業の活用

集荷、乾燥、物流、保管、粉砕など 実費助成（Max25円･kg）

飼料用米利活用ﾓﾃﾞﾙの実証

要件 １．生産計画（作付面積と収量の見込み）
２．利用計画（飼料工場と使用農場）
３．流通、保管、調整の方法と経費
４．家畜と畜産物への影響調査

米粉、飼料用米を生産する農家に対し、5.5万円/10a（水田等有効活用促進交付金）

需要者とのﾏｯﾁﾝｸﾞ＋主食米との区分＋流通体制の効率化＝2.5万円/10a（追加助成）

（登米、北上など4箇所）

平成21年度

平成22年度？



４．畜産物の生産

� ﾚｲﾔｰ
・成鶏用飼料に飼料用米を配合（主原料の全てと代替）
・官能評価、成分分析において大きな変化が認められず
・砂ずりが発達しており、玄米を粉砕しなくても使用が可能

� ﾌﾞﾛｲﾗｰ
・後期用飼料に飼料用米を配合（主原料の全てと代替）
・官能評価、肉質分析において大きな変化が認められず
・砂ズリが未発達なので、玄米は粉砕が必要

� 豚
・後期用飼料に飼料用米を10％配合
・官能評価 「ｼﾞｭｰｼｰ感」が増加
・肉質分析 脂肪色のb値が下がる(白くなる)傾向、保水性が向上、

ﾘﾉｰﾙ酸が低下し、脂肪融点が上昇

研究所における飼養試験 (H19～20年度)

※いずれの畜種も生産性に問題なし



商品の紹介

「稲穂の恵み」 「奥州豚」

ｺｰﾌﾟ東北ｻﾝﾈｯﾄ事業連合
共同購入（東北6県）みやぎ生協、ｲｵﾝなど店舗



広報活動
（取組みに対する啓蒙）

� H20年度 記事掲載（日本農業新聞、朝日新聞、読売新聞）

� 5/16 田植え参加 於：西部開発農産（北上市内）

� 5/25 地産地消ｷｬﾝﾍﾟｰﾝとして登米市の小中学校給食に稲穂の恵み提供
→ 東北放送（TBS系）ﾆｭｰｽ放映、河北新聞、日本農業新聞掲載

� 5/25 日経新聞 産地取材

� 6/10 登米市主催の農産物ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（おいしいもの市）出展
� 9月 北上市、金ヶ崎町の小中学校に稲穂の恵み提供

� 秋 「飼料用米の生産・給与技術ﾏﾆｭｱﾙ」（農水省発行）に、北上えさ米

研究会の取組みにつき掲載予定



１．行政、稲作、畜産の円滑な連携

２．稲作農家の収益性向上

（品種、畜糞活用、栽培技術など）

３．供給ｼｽﾃﾑの効率化
（乾燥、物流、保管経費など）

４．商品の開発と販売力による付加価値化

５．取組みに対する国民・消費者の理解

５. 取組のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ


